
た けの こ缶詰の研究一Ⅴ   

たけのこ大型缶詰の膨張原因歯について  

池 上 義 昭・森  大 蔵  

Studies on Canned Bamboo Shoots－V  

Spoilage馳eteria on BamtIOO Shoots PaekediれLarge CaれS  

YoshiakiIkegamiand Da；zo Mori  

EightstrainsofClostridiawereisolated frorn gaseous spoilage canned bamboo shoots  

as folloⅥ・S：  

1．C．pasteurianurn：3strains．  

2．C．butyricum：2strains．  

3．C．therrnosaccharolyticum：1strain．  

4．C．nauseum：2strains．   

Amongthesebacteria，fives－rainswerebutyricacidanaerobes showingacidresistance，  

this spoilage would be due to underprocesslng．   

Whiletwo strainsofC．nauseumsl10Wing fecalodorand onestrain of C・thermosacch・  

arolyticumwereisolated，the resultsindicated that the spoilage occured with high pH  

valuesinthe products・Butitisimpossible todestroy the spores ofC・thermosaccharolyt－  

；cumwitl＝he standard commercialprocess．   

Theseresults suggestthatnospoilageoccuredin samplesofbamboo shoots bufferdto  

pH below4．5．even when underprocessed．  

1．緒  

たけのこ大型缶詰の製法は一般缶詰の製法と異なり，水さらしによりpHを低下させ100QC以  

下の開放殺菌であるので，その変放原因は密封不完全，殺菌不足，pHの調整失敗，または密封時  

における汚染等があり，その変敗原因菌も多様である．しかし果実缶詰の変放と同様にある程度耐  

熱性があり，ある程度耐酸性の細菌が多い．   

われわれは九札 四国，中部．近畿各地区で発生した膨張缶詰よりクロストリディウム属の細菌  

を8妹分離したので，その諸性質を試験した．  

2．実験材料および方法  

2・1供託曹操：九州，四国．中部，近畿各地区で発生した膨張缶詰より分離した8株のクロス  

トリディウム属の細菌．   

2・2 細菌同定法 形態学的，生理学的性状につき成書の方法に従って実施した．  
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2・3 胞子懸濁液の調整法：前額に準じ凍気培重して行った・  

2・4 胞子数測定法：滋確数算点法（MPN）によって測定した・   

2・5 胞子耐熱性測定法：前額に準じて行っ  

た．  

3．実鼓結果および考察  

3・1分離菌の性状   

Tablelに示すとおとりBS－1．BS－2，B  

S－3，の3株は酪酸菌であるC・paSteurianum  

に一致した．この細菌は果実缶詰の変敗原因菌  

としてよく知られている細菌である2〃，ら）■ B  

s－4はC．bu申icumと硝酸塩の還元．硫化水  

菜壷生髄は一鼓しないが，その他の点は一致し  

BS－5もほとんどこの細菌に一致している．こ  

の細菌も酪酸菌で果実缶詰の変放原因となりう  

る．BS－6は好熱性細菌であるC■themo弘CC－  

ltarolyticumに一致した・この細菌はあさり永  

煮缶詰6），育児食缶詰丁）およびスイートコーン缶  

詰等の変放原因菌としてよく知られている・B  

S－7，BS－8ほスカトール藍生敵糖分解能な  

どがC．nauseumtこ一致したが，この細菌は一  

般缶詰の変放原因菌としてあまり知られていな  

い．この細菌が四乱 九州地区の変数缶より  
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分離されたことは土壌中に多数存在しているのではなかろうか．   

3・2 耐 熱 性   

BS－1，BS－5，BS－7，BS－8はFig．1に示すとおり，それほど強いものではない．F；g．2  

は耐熱性であるBS－1の加熱致死曲線であり．この細菌はpH4．5では1000Cで8分くらいである．  

Fig．3はBS－6の加熱致死曲線であるが非常に耐熱性で，たけのこ大型缶詰の紋菌では死滅させ  

ることば不可能である．   

3・3 発育とpⅡの関係   

Table2は分鮭菌の培養基に  

おlナる発育とpHの関係を示す  

ものであるが，BS－1はpH4．5  

でも発育するのでpH4．5前後  

のたけのこ缶詰ではこの細菌を  

死滅させる殺菌が必要である．  

討強健であるBS－6ほpH4．5  

では発育しない．   

3・4 鹿鵜原因と内容状態   

Table3に示すとおりC．血・  

ermo弘CCharolyticum は好熱性  

細菌であるので常温でほ発育が  

悪く．缶はそれほど膨れない．  

多分数薗後高温に長時間放置さ  

Table2 E一缶ct ofpH on germinalion ofspores of  
spoilagebaeter；a．  

TaもIe 3 Relaiton ofspoilagebacteria andodor of  

血e contents．  

Condition  
of cans  

Mini皿um pH  
払r growth  Spoilage bacteria 

Sour lSoftswell1 4．75  thermosacchrolyticum 

Hard swell  C．pasteuriaれum  
C．but叩icum  

4．50  
4．75  

Fecallsoftswell）5・25lc・ruuSeum  

れていたため発育したものと思われる．C．pasteurianum，C．butyricumは酪酸菌であるので酪  

具により感知することができる．C．nauseumはスカトールを産生するので汚物臭がひどく，この  

ことによって感知することができる．  

4．要  約  

膨張缶詰より8株の細菌を分離し，その渚性状を試験した結鼠 C．pasteurianum3株，C．buty  

ricum 2株，C．thermosaccharolyticuml抹，C．nauseum2株であった．これらの細菌のうち酪  

酸菌が5株と非常に多い．その原因は殺菌不足によるものと思われる．C．nauseumの発育限界は  

pH5．25であり．C．thermosaccharolyticumほpH4．75であるので，これらの細菌による変改原因  

ほpHの調整失敗によるものである．   

このようにこれらの細菌による膨張を防止するためにはpHを4．75以下に謁整し，耐熱性細菌の  

発育を抑制し，かつ耐酸性である酪酸菌を死鼓させる殺菌を行なうことが必要である．  
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